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I C 7 7 0 0 のファームウェアアップデーﾄによりP C によるサーバーの必要がなく本体に内蔵しているコンピューターのみで
リモートコントロールが可能になり、その実験結果をここにまとめてみました。

( 1 ) ダイナミックＤＮＳの設定
インターネットで遠隔操作を行うには固定アドレスのインターネット回線でなければ通常接続の時点でアドレスが変わ
る場合が多く、固定アドレス回線と同様に使用するにはダイナミックＤＮＳが必要となります｡
ソフトによる無償のダイナミックＤＮＳサービスもありますが、ギガビットルーター付属のサービスによりその目的を達成
する方法を選びました。
なお､ＬＡＮ回線のみでリモートコントロールする場合にはダイナミックＤＮＳの必要はありません。
ＩＯ－ＤＡＴＡのギガビットルーターはその購人者に対してダイナミックＤＮＳが無償で使用可能というサービスがあり、
今回はこのサービスを使用することにしました。
使用しましたＩＯ－ＤＡＴＤＡのギガビット有線ルーターはＥＴＧ－Ｒという型名でここではすでに通常動作しているもの
としてダイナミックＤＮＳ関連の項目のみの設定を紹介します。　また､I C 7 7 0 0 にもＬＡＮ回線が接続され電源が投入さ
れいるものとします。

ギガビットルーターＥＴＧ－ＲのダイナミックＤＮＳ関連設定
　ルーターの設定を行うにはインターネットエクスプローラを開き、以下のアドレスを入力して設定画面を開きます。
　　　　　　h t t p : / /  1 9 2 .  1 6 8 . 0 . 1 /

テータスを表示する スターﾄ画面が
現れると圃面左側の｢高度な設定｣
をクリックします。

I C O M   I C - 7 7 0 0  によるＰＣレス・リモートコントロール



先ず､P C データーベースを開いて
I C 7 7 0 0 内蔵のサーバーを追加します。

右側のますに

名前　　　　　I C 7 7 0 0
I P アドレス    右端のますにのみ7 7 を
                     入力します。
( I C 7 7 0 0 のアドレス＝
                          1 9 2 . 1 6 8 . 0 . 7 7 のとき)

その後｢追加｣をそしてI C 7 7 0 0 をデータ
ベースに追加し「更新｣をクリックして
データベースを最新の状態にします。

次に、｢ポート解放｣を開き、ポーﾄ設定のところに｢R a d i o ｣の項目を新たに作り、設定の更新／追加のところで以下の
通り入力し、さらにデーターベースから使用するサーバーを指定します。

最後に右側の項目から｢ダイナミックＤＮＳ｣選択して｢設定｣をクリックして下記の項目を入力します。

これらの人力事項は
以下の通りです。

ＬＡＮ側ポート番号
　　　　5 0 0 0 1 ～5 0 0 0 3
インターネット側ポート番号
　　　　5 0 0 0 1 ～5 0 0 0 3
以上の入力が完了すれば
｢選択した設定を更新する｣
をクリックします。

サービスプロバイダー
　　　i o b b . n e t

シリアル番号
購入したＥＴＧ－Ｒのシリアル
番号を入力します。

パスワード
パスワード必要条件を満足した
ものを入力。

ホスト名
例えばコールサイン等が判りや
すい。

ステータス
現時点の状態が表示されます。
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( 2 ) I C － 7 7 0 0 の設定
次にI C 7 7 0 0 内蔵のサーバーを設定します。　この設定はI C O M の｢I C －7 7 0 0 / I C －7 7 0 0 M 　フアームアップについて-
v e r  2 . 0 0 ｣に述べられている通り、すべてI C 7 7 0 0 本体の前面パネルの操作により行います。
必要な設定と設定画面は以下の通りです。

１．ＬＡＮ ＭＯＤ L e v e l
変調信号はＬＡＮによりI C 7 7 0 0 に入力され、
そのL e v e 1 コントロールを行います。 

2 ．Ｓｈｕｔｄｏｗｎ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ、ＣＩ－Ｖ関係の設定  

設定が終了すると｢更新｣をクリックして終了します。ダイナミックＤＮＳ両面の説明にもあるようにこの両面で設定した
だけでは動作しませんので　i o b b . n e tにユ－ザー登録を行う必要があります。
h t t p : / / w w w . i o b b . n e t /  にアクセスして登録を行います。このユ－ザー登録の完了により運用可能となります。

規定値＝5 0 ％設定されていてほとんどはこの
値で問題有りません。

これらの値も規定値で問題ありませんが
設定が規定値と異なっている場合には
規定値なるよう修正してください。

3 . 1 P アドレス、　デフォルトゲートウェイ､　コントロールポートの設定

このうち規定値で設定するのはコントロール
ポーﾄのみであり、I P アドレス、デフォルトゲート
ウェイなどは。ユ－ザーの決定､あるいは使用
するルーターにより左右されますので注意が
必要です。

I P アドレス　
アクセス可能なローカル・アドレスを設定します。
私の場合はI C 7 7 0 0 なので1 9 2 . 1 6 8 . 0 . 7 7 に設定し
ました。
サブネットマスク　　2 5 5 . 2 5 5 . 2 5 5 . 0 をセットします。
デフオルトゲートウェイ　
通常は1 9 2 . 1 6 8 . 0 . 1 にセットします。
N e t w o r k  C o n t r o 1 　　　O n にセットします。
N e t w o r k  A c c e s s  L i n e 　　光、C A T V ,  A D S L 等の回線の種類をセットします。
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. 4 . N e t w o r k  R a d i o  N a m e ，サンプリングレート等の設定

これらの値はすべて規定値で問題はあり
ませんが、正しくセットされているかどうか
の確認は必要です。

５．ユーザーの設定

このサーバーを使用するＵＳＥＲ ＩＤ及び
パスワードを設定します。
パスワードはＩＣＯＭの設定条件にマッチ
したものでセットして下さい。
また、管理者権限を持つ人には
A d m i n i s t r a t o r を「ＹＥＳ」にセットしてください。

基本的にはＩＣＯＭのマニュアルで操作する
ことになりますので、設定前には必ず
よく読んで納得の上操作して下さい。

6 .運用

設定が完了して運用にあたっては当初は必ずＬＡＮ内の接続で行い､サーバー及びクライアント側のP C の両方が手
の届く範囲にあるという条件で行うのがベターです｡双方の反応が同時に観測出来るので非常に便利です｡
そして完動後にインターネット回線に接続するようにして下さい。

運用前のセッティング
リモート操作で電源をＯＮに出来るようなスタンバイ状態を確保してやる必要があります｡
先ず､I C 7 7 0 0 の電源を入れ､動作状態にしたあとで｢ＰＯＷＥＲ｣長押し( 約1 秒) すると以下のダイヤログを表示します。

・リモーﾄで電源ＯＮ出来るようにするには
　　　S t a n d b y ( f o r  R e m o t e  C o n t r o 1 )
･そのまま電源を切ってしまう場合
　　　S h u t d o w n
を選択してから「ＰＯＷＥＲ」を短く押して
ください。

･通常クライアント側からリモコンで電源を
O F F にした場合には次回はリモートで
電源ＯＮが出来る状態になります。

＜次号で　I C 7 7 0 0  P C レス遠隔操作におけるクライアント側の設定と操作をお届けします。　編集子＞
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E 5 1 I V U   北井　十生

昨年 1 月のイースタ島 ( X R Φ Y J ) での運用が一段落ついた昨年 4 月に次はクック諸島　ラロトンガ島というお話があり、
行ってきました。
まずは例のように現地での許可を得るために英文証明に始まり、航空券、ホテルの手配とJ A 3 A V O 中出さんにお願
いしました。参加者はJ A 3 A V O , J H 3 P B L , J A 3 A R J , J A 3 U J R , J H 3 L S S と私の6 人となりました。
今回は、伊丹―成田――オークランド- ―ラロトンガの経路でN Z 航空を利用しました。
ところがN Z は手荷物が2 3 k 　1 個で、どうしてもアンテナ等の追加料金が発生するため1 個でも少なくなるようにしまし
た。
1 月 1 1 日　1 1 時半　伊丹に全員が集合し、荷物の振り分けとまとめをしました。無事に手続きを済ませ、定刻どおり、
伊丹を離陸し、成田へ　ここでも無事通過し、定刻どおりN Z はオークランド向けて成田を離陸。約 1 0 時間後、小雨降
るオークランドに到着。
クック島へは行きは時間の関係でオークランド空港近くのホテルに一泊した。その時間を利用してM u s i c k  M e m o r i a l  
R a d i o  S t a t i o n を訪問しました。ここは1 9 4 1 年から航空関係の業務用無線局として運用されていた建物、敷地を地元の
アマチュア無線家がボランティアで維持をしている。当時の真空管式の送信機が設置されていた。Z L 1 Z L D も開局し
ており、I C - 7 8 0 0 とI C - P W 1 、アンテナは広大な敷地に多数設置され運用されています。
係りの方 ( アン・ウォーカーさん) に運用許可をいただき2 局とQ S O した。また、D - S T A R も1 4 4 . 7 7 5 ,　4 3 9 . 5 7 5 ,　1 2 9 4 . 6 2 5
の3 バンドが設置されて稼働しており、I D 3 1 で運用しようとしたがうまくつながらなかった。
オークランド市内には3 局のD - S T A R があり、そのうちのZ L 1 V H D が入感し, V K とZ L 局がQ S O していました。

M u s i c k  M e m o r i a l  R a d i o  S t a t i o n 　玄関前

M u s i c k  M e m o r i a l  R a d i o  S t a t i o n 　　建物

1 / 1 3 朝　6 時にホテルを出発し、空港
へは約 1 0 分に到着し、すぐに手続き
へ、ここでトラブル発生、手荷物、機
内手荷物が厳しく、何回かカウン
ターを往復し、追加料金をとられ、時
間ぎりぎりにゲートへ、日付変更線を
越えるため日が1 日もどり1 / 1 2 の昼に
ラロトンガ島に着陸、入国手続きでは
これは何かと聞かれるが説明をし、
無事通過した。
到着口にはたくさんの出迎えの人た
ちかがおり、「N A K A D E 」と書いた紙
をかざした女性がいたので荷物を車
に乗せ、運用許可状を取得のため
島中心部にある役所へ行き　Ｅ５１Ｊと
各個人Ｅ５１＊＊＊をいただいた。
約 1 0 分で「K i i  K i i  M o t e l 」に到着し
た。海側部屋に荷物を搬入し、アン
テナを立てる相談をし、まず H E X - 5 と
2 1 デルタループを立てたが風が強い
ため、H E X は建物のかげになるよう
に。デルタループは風にも強いのでＪ
Ａ向けの海側に立てた。
早速、２１と１４で運用を開始する。す
ぐにパイルアップとなった。
　食事係が近くの小さな店に夕食と
朝食用の食材を買い出しに、帰って
くると全員で準備にかかり、なんとか
夕食ができ、第一日が始まった。
ところが波の音と風に全員が悩まさ
れることとなる。
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まだ、Ｋ５ＰやＶＰ８ＳＴＩの運用は始まっていない。
その後、この２局の影響を受けることとなる。

  設備
アンテナ　
H E X   1 4 ・・・2 8      2 1 M H z デルタループ
D P 　7 M H z   , 1 0 M H z    
L W - - - 1 . 8 - - - 2 8    5 エレ八木- - - 5 0 M H z
 リグ　T S 4 8 0 H X   3 台　　　　
リニアアンプ　D X V 5 0 0 Z   5 0 0 W
モード　C W   S S B    R T T Y    P S K    J T 6 5

大阪国際交流センター・ラジオクラブJ I 3 Z A GJ I 3 Z A G

ラロトンガ島　　H E X - 5 アンテナ

ラロトンガ島　　5 0 八木と　1 . 8 用L W アンテナ　　J A は写真の上の方向

楽しい夕食( 自炊)
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